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2)骨 補填材の骨誘導に炭酸ガスレーザーが及

ぼす影響

○安達 仁

(奥羽大・歯 ・歯科保存)

【目 的】近年,歯 科保存治療において顎骨の再

生治療 は重要な課題である。これまでに多くのペ

プタイ ドやホルモ ンが骨再生療法のために使用さ

れてきた。我々はこれ までに外部からの力の加わ

り方に応 じて骨が形成 され るとい うWolffの 法則

に従いメカニカル フォース として炭酸 ガス レー

ザーを使用 し,骨 代謝に及ぼす影響 を分子生物学

レベルで解析 してきた。本研究ではscaffoldと し

て β一TCPを 用い,炭 酸ガスレーザーと併用する

ことで骨形成作用に対 してどのような影響 を与え

るかを調べるために形態学的に解析 した。

【材料と方法】7週 齢の雌SDラ ット左右脛骨 に

直径2.5mmの 骨欠損 をデ ンタルバ ーにて作製 し

欠損部に5mgの β-TCP(オ スフェリン,オ リン

パ ス社製)を 挿入。左側の欠損部 に10日 間,炭

酸 ガスレーザーを20J/cm2の エネルギー密度で照

射(レ ーザー群)右 側 はレーザーを照射 しない(対

照群)と し形態学的解析:H-E染 色,TRAP染 色,

Lectin染 色(PNA.RCA-1),ア ルシアンブル ー

染色(PH2.5),軟X線 写真,骨 形態計測を行った。

【結 果】

① レーザーを照射すると骨への置換が早まった。

②受傷後の初期変化として,TRAP陽 性細胞の数

と出現時期にレーザーが影響 した。

③ レーザ ー照射が骨細胞 に影響 し β-TCPの 骨

置換が促進 され ることが示唆された。

④ レーザー照射 によ り骨細胞にO-link型 の複合

糖質の合成 が誘導 された。

【考 察】今回β-TCPの 骨誘導に対す る炭酸ガ

スレーザー照射の影響を調べた結果,レ ーザーの

刺激によってβ-TCPの 骨置換が対照群に比較 し
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て有意に早まった。これはレーザーの刺激によっ

て骨代謝が亢進 したためと考 えられる。 また,皮

膚を介 して照射 したレーザー刺激 をメカニカル

フォースとして皮質骨の骨細胞が認識 し,シ グナ

ルを伝達 して骨代謝 に影響 している可能性が示唆

された。

【結 論】炭酸ガスレーザーはラット頸骨の骨欠

損に埋入 したβ-TCPの 骨誘導を亢進させた。
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